
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼼の中にあるバリア（偏⾒等）を取り払って、同じ⼈間なんだということを感じてもらいます。 
そして、ちょっとした⼯夫や配慮（合理的配慮）があることで、暮らしやすくなることを知ってもらいます。 

ペットボトルを使って「⾒え⽅」の体
験 

⼿袋をはめてシール貼りの体験 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 すすめ隊 出前講座 〇 

・区立小、中学校・都立矢口特別支援学校スクールバス乗務員研修 

・読売理工医療福祉専門学校・区民などでおこなっています。 

出前講座後にいただいた⼩学校からの感想を⼀部紹介します。 
u 知的障害について、もっと知りたいです。偏⾒をなくし、みんなの理解が必要なので、私

もできるだけ頑張りたいです。 
u 今⽇の話を聞くまでは、変な⼈だなと思ってたけど、今⽇のお話を聞いて、嫌だという⼼

をなくせたので、良かったです。これからも、この活動をやめないで頑張ってください。 
u 私たちより時間をかけてたけど頑張っていて⾃分もその頑張りを「⾒習わないと」と思い

ました。 
u 知的障害の⼈は、私たちと同じ⽣活をするために、たくさんの努⼒をしていると知りまし

た。 
u 知的障害の⼈だからといって、差別をしたり、⾺⿅にするのは絶対にやめたいです。 
u 知的障害の⼈たちも、みんなと同じように安⼼して⽣活してほしいと思いました。そのた

めに、私が知的障害の⼈を⾒かけたら、優しく対応したいなと思いました。誰でも安⼼し
て同じように楽しく⽣活できる暮らしを伝えていきたいです。 


